
一

口

和

歌

山

高

等

重

要

美

術

品

等

に

就

て

…

…

…

…

…

…

…
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昭

和

十

年
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文
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省

親

學

委

員

復

命

書
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三
公
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・

・

・
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・

・
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；
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・
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・

文

部

省

塁

學
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大

學

助

敦
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語
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盗

墨

省

親

學

委

員

浦

和

高

等

學

校

敬

授

□東京高等工藝
學

校

の

特

色

：

＇

：

東

京

高

等

工

藝

學

校

長

學

校

・

・

・

和

歌

山

高

等

商

業

學

校

長

口

自

由

敢

育

十

五

口

富

山

薬

學

専

門

學

校

の

特

色

・

：

・

・

富

山

薬

學

専

門

學

校

長

高

橋

隆

0廣島
高

等

師

範

學

校

の

特

色

・

・

・

・

・

・

廣

島

高

等

師

範

學

校

長

塚

原

政

文
部
省
直
轄
學
校
の
特
色
―

．9-
＝

コ

・

・

'
’
9

、

-9置
●

a.

商

業

自
び
、
『
J

~
,
1
,
9
9

い
’
旦
塁
し
！

年

：
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…

…

…
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・

・

横

濱
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等
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學
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：

・

・

・

・
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ボ

ス

ト

ン

日

本

古

美

術

展

覧

會

に

輪

出

せ

る

國

賓

及

第
十
一
同
賓
業
學
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卒
業
程
度
検
定
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瞼
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案
講
評
（
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）
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所
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託
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京

て

高

等

商

船

學

校

数

授

一

般

教

育

及

敷

學

教

育

に

つ

い

て

・

・

・

文

部

省

在

外

研

究

員

.
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ー
ー
ー
ー
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~
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ボ
ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
覚
會
に
轍
出
せ
る
國
賓
及
重
要
美
術
品
等
に
就
て

，
今
同
國
賓
及
重
要
美
術
品
等
認
定
物
件
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
ヘ
一
時
貸

出
し
の
為
に
多
敷
輸
出
せ
ら
る
A
'
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
此
等
は
執
も
我

が
國
の
歴
史
上
又
は
美
術
上
最
も
重
要
な
る
債
値
あ
る
美
術
品
の
み
で
あ

り
ま
す
。
＇

＂
此
度
米
國
へ
の
輸
出
の
目
的
は
彼
の
有
名
な
る
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
學
創

立一
1

]

百
年
祭
記
念
の
為
に
ボ
ス
ト
ン
市
美
術
館
が
特
に
米
國
議
會
泣
に
大

統
領
協
賛
の
下
に
今
秋
九
、
十
雨
月
間
に
亙
り
日
本
古
美
術
展
斃
會
を
開

催
し
て
我
が
國
固
有
の
文
化
を
紹
介
し
、
、
併
せ
て
批
界
文
化
の
上
に
も
貢

猷
せ
ん
と
す
る
企
な
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
我
が
多
数
の
所
蔵
家
達
も
喜

ん
で
之
れ
に
賛
成
し
、
競
つ
て
此
の
需
め
に
應
じ
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
然
れ
ば
共
の
放
果
が
菅
に
國
際
文
化
の
交
換
の
み
な
ら
す
、
延
い
て

は
我
が
日
本
の
固
有
文
化
の
宜
揚
の
上
に
も
亦
一
段
と
有
意
義
な
る
こ
と

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

：
古
社
寺
保
存
法
布
か
れ
て
四
十
年
、
，
國
賓
保
存
法
制
定
さ
れ
て
七
年
．

又
重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
闘
す
る
法
律
の
公
布
せ
ら
れ
て
弦
に
四
年
，

一
斯
く
も
多
数
の
國
賓
、
重
要
美
術
品
等
が
一
時
貸
出
し
の
為
に
輸
出
せ
ら

る
A

こ
と
A

な
り
ま
し
た
こ
と
は
今
同
が
初
め
て
ゞ
あ
り
ま
す
。

9

が
國
賓
及
重
要
美
術
品
等
は
原
則
と
し
て
は
其
の
輸
出
（
諸
外
國
）
移
出

（
朝
鮮
豪
濡
樺
太
南
洋
諸
島
）
を
禁
止
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

特
に
主
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
る
と
き
は
此
の
限
り
に
在
ち
す
と
な
っ

て
ゐ
ま
す
。
但
し
此
の
主
務
大
臣
の
許
可
を
得
て
、
國
賓
及
重
要
美
術
品
等

の
認
定
物
件
が
一
時
貸
出
し
の
為
に
輸
出
せ
ら
る
A

こ
と
A

な
っ
た
例
は

極
く
最
近
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
ギ
夫
の
一
は
昨
年
（
九
月
十
五
日
よ
り
本
年

六
月
末
ま
で
）
英
國
皇
帝
戴
冠
二
十
五
周
年
記
念
國
際
支
那
美
術
展
覧
會

出
品
の
為
に
重
要
美
術
品
等
認
定
物
件
九
勘
全
十
二
箇
）
が
初
め
て
許
可
を

受
け
て
御
物
、
東
京
帝
室
博
物
館
蔵
其
の
他
の
美
術
品
と
共
に
輸
出
せ

ボ國
賓
及
董
要
美
術
品
等
に
就
て

ス

ト
ン

三

文
部
省
宗
教
局
保
存
課

H
本
古
美
術
展
覧
會
に
楡
出
せ
る



ポ

ス

ト

ン

，

日

本

古

葵

術

展

覧

會

に

輪

出

せ

る

國

賓

及

軍

要

美

術

品

等

に

就

て

一

雙

第
五
百
五
十
八
競

文
部
時
報

ら

れ

ま

し

た

。

又

本

年

は

（

六

月

二

十

一

日

よ

り

十

月

末

日

ま

で

）

國

賓

、

エ

ラ

ス

ム

ス

像

（

栃

木

縣

足

利

郡

吾

妻

村

龍

光

院

蔵

）

が

和

蘭

國

ロ

ッ

テ

ル

ダ

ム

市

に

於

け

る

ヱ

ラ

ス

ム

ス

歿

後

四

百

年

祭

出

陳

の

為

に

輸

出

せ

ら

れ

て

ゐ

ま

す

。

此

度

の

輸

出

は

其

の

第

三

同

目

に

相

嘗

す

お

も

の

で

あ

り

ま

す

が

●

其

の

数

に

於

て

ぽ

造

か

に

前

二

者

を

凌

駕

し

て

ゐ

ま

す

。

，
~
今
同
出
品
の
内
容
は
御
物
二
勘
，
高

松

宮

家

御

所

蔵

品

一

勘

、

東

京

帝

室

博

物

館

所

蔵

品

七

動

を

始

め

練

数

は

百

一

貼

百

三

十

七

箇

の

多

き

に

達

し

て

ゐ

ま

す

。

其

の

中

既

に

國

賓

指

定

の

も

の

二

動

、

重

要

美

術

品

等

認

定

薔

の

も

の

九

勘

、

今

同

新

に

重

要

美

術

品

等

に

認

定

の

上

．

輸

出

許

可

せ

ら

れ

た

る

も

の

十

六

貼

あ

り

ま

す

。

是

れ

等

は

七

月

十

四

日

横

濱

港

解

饒

図

幽

際

汽

船

葛

城

丸

に

積

込

ま

れ

、

一

路

、

バ

ナ

マ

運

河

を

舞

て

ポ

ス

ト

ン

市

に

逮

ば

れ

、

，

展

覧

會

終

了

後

は

本

年

十

二

月

末

に

輝

蓬

す

る

こ

と

に

な

っ

て

ゐ

ま

す

。

次
に
新
に
重
要
美
術
品
等
に
認
定
せ
ら
れ
ま
し
た
檜
賽
十
五
貼
~
彫
刻

絹へる家昭賛のい饗 紙鳥否送で

番゜t康畠喜岳~;鷹伯念胃：言冨
色 て江いは歌もを爵色風明もに

変 第戸た明のの緻 花のらのよ

穂 一時松ら賛で密渡烏中かでる

菜 流代花かが松に邊園でであと

花 の初堂であ花寓昭六松‘な．る文

圏 人期はなる堂生氏曲花注いと明

靡 での名い°の風蔵屏堂目が云十
抱 ぁ書は°畳書に 臼に‘ふ五

¢ ァ値兎°年

玉 1|IIIIIIl|||1|日l|鵬・贔い彗IIII|||l||l|||||h11』川II リt蒻喜蕊
作雪等舟

ーで舟なが

雙ぁ筆＜盆

ると雪田

°偉舟家

へ．のの

ら筆御

るに説
ヽなの

多り時

数しに

あも聾
るのい
花やて

緞

本

著

色

繋

馬

園

六

曲

屏

二

幅

男

爵

岩

崎

小

禰

太

氏

蔵

、

一

幅

に

変

穂

を

、

他

幅

に

菜

花

を

淡

彩

で

甍

き

、

夫

々

飛

烏

一

窮

を

配

し

た

頗

る

氣

の

利

い

た

も

の

で

あ

る

。

筆

者

酒

井

抱

一

は

播

州

姫

路

の

城

主

酒

井

忠

以

の

弟

、

風

雅

を

愛

し

、

甕

は

光

琳

に

私

淑

し

た

。

エニ

一

動

に

就

て

の

略

説

を

掲

げ

て

参

考

に

供

し

ま

せ

う

。

絹

本

著

色

摺

紳

邸

宅

圏

＂

9

-

幅

東

京

安

田

善

次

郎

氏

蔵

こ

の

養

は

大

内

哀

圏

と

博

へ

ら

れ

て

ゐ

る

が

然

る

や

否

や

明

ら

か

で

な

い

。

が

た

ゞ

こ

の

圏

だ

け

で

完

結

し

た

も

の

で

は

な

く

も

つ

と

大

き

い

驚

面

の

一

部

分

で

あ

っ

・

た

ら

う

と

想

像

さ

れ

る

。

鎌

倉

末

期

の

大

和

鎗

の

織

細

な

甕

風

の

も

の

で

あ

る

。

J

紙

本

著

色

過

去

現

在

因

果

経

茂

闊

一

巻

東

京

前

山

久

吉

氏

蔵

・

既

に

國

賓

に

指

定

さ

れ

て

ゐ

る

上

品

蓮

豪

寺

所

蔵

因

果

経

の

綾

一

紙

分

で

あ

る

。

経

文

は

下

段

に

書

き

そ

れ

に

應

す

る

甍

を

上

段

に

壷

い

た

も

の

で

あ

る

。

奈

良

朝

時

代

の

製

作

で

、

鎗

入

鯉

巻

と

し

て

は

古

い

珍

ら

し

い

も

の

の

一

で

あ

る

。

一

雙

東

京

大

橋

新

太

郎

氏

蔵

雪

舟

が

晩

年

を

送

っ

た

石

州

益

田

の

盆

田

男

爵

家

に

偲

は

っ

た

も

の
東

京

岡

崎

正

也

氏

蔵

戦

國

時

代

を

中

心

と

し

て

武

人

の

間

に

馬

を

愛

す

る

事

が

盛

ん

で

従

っ

て

、

厩

に

馬

を

繋

い

だ

圏

が

嗜

好

に

投

じ

多

数

霊

か

れ

た

。

こ

れ

は

桃

山

時

代

前

後

の

製

作

で

、

筆

者

は

狩

野

派

の

喪

家

と

覺

し

く

、

賑

や

か

な

面

白

い

圏

様

の

も

の

で

あ

る

。

紙

本

金

地

著

色

犬

追

物

圏

六

曲

屏

一

雙

東

京

根

津

嘉

一

郎

氏

蔵

江

戸

時

代

初

期

の

犬

追

物

の

風

俗

を

整

い

た

も

の

で

、

常

時

の

風

俗

を

郊

る

江

戸

初

期

の

檜

喪

と

し

て

面

白

い

も

の

で

あ

る

。

恐

ら

く

狩

野

派

の

蜜

家

の

手

に

な

っ

た

も

の

で

あ

ら

う

。

藤

原

時

代

以

後

盛

ん

に

な

っ

た

普

賢

菩

薩

信

仰

の

あ

ら

は

れ

と

し

て

こ

の

種

の

畳

は

嘗

時

相

嘗

多

敷

甍

か

れ

た

。

こ

れ

は

普

賢

に

は

濃

彩

の

上

に

裁

金

を

用

あ

‘

'

繊

細

な

感

あ

る

も

の

で

製

作

年

代

は

恐

ら

く

鎌

倉

中

期

を

下

ら

ぬ

で

あ

ら

う

。

＋

羅

刹

の

唐

様

で

あ

る

事

も

古

風

な

趣

が

あ

る

。

＇

絹

本

著

色

普

賢

十

羅

刹

園

一

幅 （筆il嘩邊波）像症米川市

仙 村下濱横
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同

ら

氏

蔵



忍
ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
覧
會
に
輯
揖
せ
る
國
賓
及
蛍
要
美
術
品
等
に
就
て

侯

爵

細

川

護
立
氏
歳

吉
田

一
庫

悟
の
賛
が
あ
る
。

第
五
百
五
十
八
絨

氏
蔵

表
題
に
は
繹
迦
網
歴
圏
と
あ
る
が
然
る
や
否
ゃ
明
ら
か
で
な
い
が
さ
何

か
鯉
文
の
物
語
を
甕
い
た
繹
典
の
饗
相
覺
て
あ
ら
う
事
は
想
像
さ

n
る。

鎌
倉
時
代
の
製
作
で
こ
の
糧
の
零
芸
の
大
作
と
し
て
注
目
に
債
す
る
も
の
で

。

あ

る

．

紙
本
著
色
山
水
園
群
啓
筆一幅

氏
蔵

同

筆
者
詳
啓
は
足
利
時
代
建

長
寺
の
書
記
で
普
通
啓
書
記

と
云
は
れ
，
甕
を
藝
阿
蒻
に

學
ん
だ
と
簿
へ
ら
れ
る
。
こ

の
璽
は
小
幅
で
は
あ
る
か
詳

啓
の
代
表
的
な
山
水
饗
と
し

て
貴
璽
す
ぺ
き
で
あ
る
。

筆
者
岳
翁
の
偉
記
は
明
ら
か
で
な
い
。
山
水
霊
の
遣
作
は
屡
々
見
る
が
人

物
喪
は
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
上
に
五
山
の
僧
と
し
て
著
名
な
了
惹
桂

絹
本
著
色
一
字
金
輪
曼
荼
羅
圏

東
京

古
国

一
軋

孝
氏
蔵

盆
田

藤
原
時
代
の
我
國
の
佛
甕
は
普
通
繊
麗
な
も
の
で

あ
る
炉
蒼
こ
仇
は
隈
取
を
多
く
用
ゐ
に
西
域
風
の
も

の
で
~
藤
原
時
代
以
降
の
佛
霰
中
て
珍
ら
し
い
も
の

で
あ
る
Q

氏
蔵

同

興
輯
寺
に
偉
来
し
た
四
天
王
の
一
妹
で
廣
目
天
の

み
寺
に
茂
り
他
の
一
ご
鉢
は
明
治
年
中
に
民
間
に
出

た
。
藤
原
後
咀
の
四
天
王
の
代
表
的
な
も
の
で
こ
の

持
國
天
を
除
き
他
の
三
続
は
既
に
國
賓
に
指
定
さ
れ

て
ゐ
る
。

以
上
は
今
同
新
に
重
要
美
術
品
と
し
て
認
定
せ
ら

れ
た
も
の
で
此
他
に
國
賣
二
勘
、
重
要
美
術
品
九
脚

が
あ
る
。
即
も
胴
費
と
し
て
は

紙
本
著
色
長
谷
雄
草
紙
一
巻

男
爵

一五 岩
崎
小
彊
太
氏
蔵

も
の
で
あ
る
。
小
栗
宗
丹
筆
と
偏
へ
ら
肛
て
ゐ
る
が
勿
論
明
ら
か
で
な
い
。

兎
に
角
足
利
時
代
の
一
派
の
置
家
の
節
に
ぢ
っ
た
山
水
甕
で
あ
る
。

続
本
奢
色
風
俗
圏
三
幅

岩
佐
叉
兵
衛
筆
と
傭
へ
ら
虹
て
ゐ
る
が
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
か
ら
う
。

印
も
あ
る
が
筆
者
は
明
ら
か
て
な
い
。
婦
女
よ
右
衆
等
の
立
姿
を
甕
い
た
も

の
で
江
戸
時
代
初
期
の
風
俗
警

紀
長
谷
雄
が
朱
雀
門
の
棲
上
に
鬼
と
雙
六
を
打
つ
て
こ
れ
に
勝
ち
．
美

女
を
獲
た
が
鬼
と
の
約
束
を
違
へ
仁
盆
美
女
は
水
と
な
っ
て
流
れ
去
り
、

鯉果因在現去過

吉久山前京東

鬼
は
そ
の
違
約
を
責
め
て
長
谷
雄
を
奢
せ
ん

と
し
た
か
長
谷
雄
か
北
野
天
紳
を
念
じ
た
蓋

験
に
よ
っ
て
こ
紅
を
免
れ
た
と
い
ふ
物
語
を

饗
い
に
も
の
で
あ
る
。
霊
は
鎌
倉
時
代
末
期

の
大
和
癒
で
あ
る
。

翫
本
著
色
三
十
六
歌
仙
切
（
爺
盛
）

佐
竹
家
憾
来

4-Em 

一曲＇

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

佐
竹
侯
爵
家
薔
蔵
―
二
十
六
歌
仙
鎗
二
巻
の

断
簡
で
鍼
寧
は
藤
原
信
貰
‘
書
は
後
京
極
良
繹

の
筆
と
傷
へ
ら
る
A

も
の
で
あ
る
。
そ
の
霊

風
を
見
る
に
正
に
鎌
倉
時
代
初
期
の
作
で
あ

る
。
泄
に
歌
仙
辮
の
遺
品
は
勘
く
な
い
が
中

で
も
こ
れ
は
製
作
年
代
古
く
し
て
且
つ
優
秀

の
作
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

次
に
既
に
認
定
せ
る
重
要
美
術
品
九
貼
と

認
定
年
月
順
に
左
に
略
詫
す
る
。

紙
本
著
色
山
水
圏
僻
周
文
箔

木
造
持
國
天
立
像

q
儡
一
斤
刃

蓮
を
眺
め
て
る
る
闘
で
あ
る
か
、
．
寧
ろ
山
水
覺
と
し
て
取
り
扱
は
る
べ
き

仰
の
あ
ら
は
虹
で
，
足
利
時
代
の
霊
家
の
好
ん
て
警
い
亡
題
材
て
あ
る
。

周
茂
叔
は
蓮
を
愛
し
た
人
で
う

ニ
の
霊
も
周
茂
叔
が
池
に
舟
を
茫
ぺ
て

璽
昭
女
は
観
音
の
化
身
と
去
は
虹
、
こ
れ
を
警
く
事
は
つ
ま
り
観
音
信

同

氏
蔵

絨
本
奢
色
周
茂
叔
阿
椰
小
栗
宗
丹
祇

一
芦
国

一
古
附

紙
本
蒋
色
霊
昭
女
薗
昴
翁
筆

了
惹
ノ
賛
ア
リ

り
叉
侍
作
で
あ
る
。

（筆文周偲）岡水山

太禰小崎岩爵男

絹
本
著
色
繹
迦
経
歴
園

文
部
時
報

1

冨
i
fE附
~

同

一
幅

東

京

保

阪

潤

治

氏

蔵 氏
蔵

と
し
て
一
種
の
も
の
で
あ
る
。

絨
烹
者
色
山
水
園
狩
野
深
幽
紙

1

ハ
曲
屏一隻

東
京

西
脇
健
治
氏
蔵

筆
者
狩
野
探
幽
は
云
ふ
迄
も

な
く
江
戸
初
期
の
著
名
な
置
家

で
あ
る
。
こ
れ
は
多
数
あ
る
探

幽
の
山
水
霊
中
で
大
作
で
も
あ

京
都

同
四



文
部
時
報
第
五
百
五
十
八
競

こ
の
霊
周
文
筆
と
偲
へ
ら
れ
る
が
、
筆
致
の
特
色
は
寧
ろ
岳
翁
と
い
は

れ
る
も
の
に
近
い
。
然
し
岳
翁
よ
り
も
古
致
が
あ
り
、
繊
秀
な
筆
致
を
以

て
壼
か
れ
、
こ
の
種
の
も
の
で
は
他
に
隔
絶
す
る
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

紙
本
墨
饗
紅
梅
鳩
圏
宮
本
武
蔵
鍬
一
幅
，
侯
爵
細
川
護
立
氏
蔵

筆
者
宮
本
武
蔵
は
例
の
有
名
な
武
人
で
あ
る
が
、
同
時
に
甍
技
に
於
て

も
傑
れ
た
作
品
を
遣
し
て
ゐ
る
J
こ
れ
は
得
意
の
減
筆
描
を
以
て
墨
一
．
色

で
紅
梅
に
鳩
の
と
ま
っ
た
情
景
を
あ
ら
は
し
た
も
の
で
あ
る
。

紙
本
著
色
舟
遊
圏
偲
蕪
原
長
隆
筆
一
幅
大
阪
戸
田
蒲
七
氏
蔵

住
吉
物
語
檜
巻
の
残
闊
と
し
て
批
に
偲
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
敷
動
あ

り
，
こ
れ
も
そ
の
一
片
で
あ
る
。
住
吉
物
語
と
す
れ
ば
物
語
の
主
人
公
が

姫
を
つ
れ
て
住
吉
か
ら
都
へ
鰤
る
舟
中
の
光
景
を
甍
い
た
も
の
と
思
は
れ

る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。
筆
者
は
藤
原
長
隆
と
博
へ
ら
れ
る
が
こ
れ
亦
不

明
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
壷
は
鎌
倉
末
期
の
大
和
舘
中
で
の
優
作
で
あ
る
。

絹
本
著
色
春
露
起
鶉
圏
岡
田
半
江
筆
一
幅
束
京
遠
山
元
一
氏
蔵

岡
田
半
江
は
江
戸
時
代
末
期
大
阪
に
於
け
る
文
人
霊
の
泰
斗
で
殊
に
米

｀
貼
を
得
意
と
し
た
。
こ
の
喪
も
自
賛
に
「
襄
陽
米
夫
子
天
下
山
水
師
云
々
」

と
あ
る
様
に
宋
の
米
苦
の
得
意
と
し
た
と
云
は
る
A

米
動
を
以
て
饗
い
た

秀
潤
の
氣
に
満
ち
た
半
江
の
代
表
作
で
あ
る
9

,

紙
本
墨
甍
烏
鶯
圏
長
谷
川
等
伯
錐

1

雙

男

爵

園

伊

能

氏

蔵

ナ
曲
屏

筆
者
等
伯
は
本
圏
の
落
款
に
「
自
雪
舟
五
代
長
谷
川
法
眼
等
伯
筆
」
と
あ

る
様
に
、
桃
山
時
代
に
雪
舟
の
傭
統
を
う
け
て
一
派
を
な
し
長
谷
川
派
の

祖
と
な
り
、
狩
野
派
等
と
拮
抗
し
て
桃
山
需
壇
一
方
の
雄
た
り
し
人
で
あ

る
。
シ
2

の
書
は
等
伯
の
特
色
を
よ
く
見
得
る
面
白
い
も
の
で
あ
る
。

絹

本

著

色

稚

兒

大

師

像

一

幅

同

氏

蔵

稚
兒
大
師
像
は
稚
兒
形
の
弘
法
大
師
像
で
大
師
信
仰
と
し
て
現
れ
た
宗

敦
的
肖
像
壼
の
一
で
あ
る
。
本
園
は
鎌
倉
時
代
以
後
に
於
け
る
稚
兒
大
師

像
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。
‘

紙
本
墨
甍
山
水
圏
藪
丘
（
岳
翁
）
筆
一
幅
東
京
岡
崎
正
也
氏
蔵

筆
者
岳
翁
は
前
記
の
如
く
そ
の
侮
記
が
明
ら
か
で
な
い
が
そ
の
作
品
と

傭
へ
ら
れ
る
も
の
は
相
常
に
多
く
、
足
利
時
代
の
水
墨
賽
家
と
し
て
は
一

種
の
風
格
を
有
す
る
特
殊
な
作
家
で
あ
る
。
，
岳
翁
の
萱
に
は
印
の
あ
る
も

の
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
名
と
思
は
れ
る
蔵
丘
の
款
の
あ
る
珍
ら
し
い

も
の
で
岳
翁
研
究
上
の
一
の
礎
石
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

絹
本
著
色
市
河
央
惹
紐
嗜
知
疇
九
月
六
日
ノ
題
語
ア
リ
一
幅

"

、

横

演

下

村

仙

氏

蔵

筆
者
渡
邊
華
山
に
つ
い
て
は
今
更
喋
々
す
る
迄
も
あ
る
ま
い
。
単
山
は

西
洋
の
寓
賞
風
の
饗
法
を
取
入
れ
て
肖
像
蜜
に
新
領
城
を
開
い
た
親
友

市
河
米
症
を
饗
け
る
こ
の
登
の
如
き
そ
の
一
例
で
あ
る
＇
米
惹
は
幕
末
の

文
人
で
あ
り
書
家
た
り
し
人
で
、
こ
の
壼
に
も
自
分
の
肖
像
の
上
に
得
意

の
書
を
以
て
題
語
を
記
し
て
ゐ
る
。

繋

著

色

翼

織

圏

湛

醗

繹

元

信

筆

一

雙

侯

爵

井

上

三

郎

氏

蔵

狩
野
派
の
典
型
的
な
壼
で
構
圏
筆
致
等
の
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者

は
元
信
で
あ
る
や
否
や
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
信
筆
と
偉
へ
ら
れ
る
の

も
強
ち
理
由
な
き
事
で
は
な
い
。
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要
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文
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